
  

とことん自閉症支援  
by 北摂杉の子会＆横浜やまびこの里＆はるにれの里 

～大阪と横浜と北海道から自閉症支援について発信するセミナーです～ 
 

 

大阪府高槻市に法人本部をおく北摂杉の子会は、「地域に生きる」という理念の下、高槻市や大阪市を

中心に、児童から成人まで幅広い事業を展開されています。横浜市に法人本部をおく横浜やまびこの里は、

「地域における普通の暮らしを支えることを通じて、豊かな社会作りの一翼を担う」という考え方に立ち、

成人期を中心とした質の高い事業を推進されています。どちらの法人もその先駆的な実践は間違いなく日

本トップクラスであり、はるにれの里も多くの示唆を受けてきました。 

このたび、札幌の地で、北摂杉の子会と横浜やまびこの里、そしてはるにれの里によるコラボセミナー

を開催することとなりました。テーマは「とことん自閉症支援」。それぞれの法人からの実践報告を行い

ます。刺激的なセミナーになるはずです。多くのみなさまのご参加をお待ちしています。なお、このセミ

ナーは、社会福祉法人はるにれの里３０周年記念イベントのひとつにもなっております。 

 

主催：社会福祉法人はるにれの里   

共催：社会福祉法人北摂杉の子会 

   社会福祉法人横浜やまびこの里 

協力：自閉症援助技術研究会（自閉研）     

後援：全日本自閉症支援者協会 

北海道自閉症協会 

ＪＤＤネット北海道 

北海道知的障がい福祉協会   

札幌市自閉症・発達障がい支援センターおがる 

 会場：NTT北海道セミナーセンタ 

札幌市中央区南２２条西７丁目  

ＴＥＬ ５５２－８４００ 

   駐車場の混雑が予想されます（有料）。公共交通機関でお越しください。市電幌南小学校前が最寄りです。 

会場は完全バリアフリーではございません。あらかじめご了承ください。 

 

日時：平成29年９月30日（土）9：30～16：30（受付9：00開始） 

定員：200名  参加費：３０００円（自閉症援助技術研究会会員は２０００円）当日ご持参ください。 

*申し込みが定員に達しており、ご参加がかなわない場合のみこちらからその旨をお知らせいたします。なお、定員に

達した場合、おがるホームページにてお知らせいたします。  http://www.harunire.or.jp/ogaru_seminar/ 

*ひとつの事業所からの受け入れ人数を調整させていただくこともございます。あらかじめご了承ください。 

*定員に達している場合は、当日受付はございませんのでご注意ください。 

*キャンセルされる場合は前々日までに必ずご連絡ください。前日及び当日のキャンセルもしくは、ご連絡なしでの  

キャンセルに関しましては、参加費のご請求をさせていただく場合がございますので、ご注意ください。 

*資料のみのご請求や、撮影・録音に関しましてはお受けしかねますので、あらかじめご了承ください。 

近隣地図 

http://www.harunire.or.jp/ogaru_seminar/


お申し込み先  できるだけ申し込みフォームからお願いします http://www.harunire.or.jp/entry/training/index.php 

郵送なら  〒００７－００３２ 札幌市東区東雁来１２条４丁目１番５号 

           札幌市自閉症・発達障がい支援センターおがる内 とことん自閉症実行委員会 加藤 潔・西尾大輔 

FAXなら  ０１１－７９０－１６０４ 

 

当日のプログラム（時間帯や順番が変更になることもございます。あらかじめご了承ください） 

9：30～ 9：40 オリエンテーション・主催者あいさつ 

9：40～10：50 地域で暮らす（20分×３つの報告：質疑応答10分） 

 「自閉症の方々が地域で暮らす」これは北摂杉の子会・横浜やまびこの里・はるにれの里に共通す 

 る理念です。その実現のために何を大切にしているのかを報告していただきます。 

発表①：社会福祉法人はるにれの里 共同生活援助事業所やすらぎ  発表候補者多数 鋭意選考中 

  発表②：社会福祉法人北摂杉の子会 地域支援部  伊名岡 宏 

発表③：社会福祉法人横浜やまびこの里 ハウスオーク  永田 紗弥佳 

11：10～12：20 行動障がいと向き合う（20分×３つの報告：質疑応答10分） 

 行動障がいに対する支援は、北摂杉の子会・横浜やまびこの里・はるにれの里に共通する重要な取 

り組みのひとつです。その取り組みの一端を報告します。 

発表①：社会福祉法人はるにれの里 札幌市自閉症者自立支援センターゆい  青木 美穂 

  発表②：社会福祉法人北摂杉の子会 萩の杜  山根 和史 

発表③：社会福祉法人横浜やまびこの里 ヘルパーセンターやまびこ  加藤 はるか 

13：20～14：30 さまざまな自閉症支援の形（20分×３つの報告：質疑応答10分） 

 さまざまな年代、さまざまな状態像、さまざまなニーズにどう応えているのか、北摂杉の子会・横 

浜やまびこの里・はるにれの里それぞれの取り組みを報告します。 

発表①：社会福祉法人はるにれの里 総合就労支援センターＣＡＰ  吉田 志信 

  発表②：社会福祉法人北摂杉の子会 児童発達支援部 an  市原 来美 

発表③：社会福祉法人横浜やまびこの里 発達障害者支援センター  西尾 紀子 

14：50～16：30 これからの自閉症支援（15分×３つの提言：パネルディスカッション５5分） 

 自閉症支援で大切なことは何なのか、そして福祉や地域はどう進むべきなのか、いろいろな思いを 

 語ります。厚生労働省の片桐専門官もパネルディスカッションに加わってくださいます。 

発表①：社会福祉法人はるにれの里 理事長  木村 昭一 

  発表②：社会福祉法人北摂杉の子会 理事長  松上 利男 

発表③：社会福祉法人横浜やまびこの里 障害福祉事業部長  小林 信篤 

指定討論：厚生労働省 社会・援護局 障害保健福祉部 障害福祉課 地域生活支援推進室 虐待防止専門官 障害福祉専門官  片桐 公彦氏 

 

郵送・ＦＡＸ等でお申し込みの際にお使いください    とことん自閉症支援 参加希望 

 

（ふりがな） 

お 名 前 
ご  所  属 自閉研所属の有無 緊急連絡先（電話・ＦＡＸ・メールアドレス） 

  有・無 
 

  有・無 
 

http://www.harunire.or.jp/entry/training/index.php

